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審 査 の 結 果 の 要 旨
　溝切り器の研究開発の一部は，形態設計手法と材料科学の進化に負っている側面があるが，作業環境との
相互関連を視野に入れた技術情報についても多くの課題が懸案として残っている。本研究は，圃場実験に基
づいた溝切り器の設計仕様決定に適用しうる基礎的技術情報の蓄積を意図しており，その実用的意義に照し
て，今後の更なる発展が期待される。
　本研究では，2種類の改良形円板において，土壌貫入抵抗の増加分は，残さ散布密度とは無関係に極めて
小さいこと，また作業器通過後の溝壁面における土壌硬度の変化を予測する実験式を導出したことは，設計
指針に役立つ基礎データを提供するものであり，実用面から高く評価できる。さらに，残さ処理部を装着し
ていない波形及びⅤ字形円板が造成する播種溝の内部には，ヘアピン状残さが相対的に多く観察されること
から，種子と土壌の接触が阻害されるため，提案した円板形状が有効であることを提言し，その妥当性につ
いての検討も行っていることは独創性に富み，評価できる。
　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
